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はじめに

小泉缶左衛円’寮とは・・・

◆小泉五郎七清行く小泉家初代）
万治2年（1659）盛岡鰍こ召し抱えられ、南部書の元祖となるJ

◆初代仕左衝円（1718没）
盛岡城三楷櫓の絨（しゃちほこ）、時鐘をつくる／

◆　三代仁左衝円（1784没）．▲紫野零秦野境港蟄劇

毒盛胃端緒献酬醇

1盛疇染物掌塵

薔華鰐榔イ√囲
築城にともない、南中氏の盛岡

◆教務蔀均案憂環
掘物庸牒庵庵
明徳年何（1390～94）た中村奮首都氏に苔し抱え漁港美へ触ったと砂伝
皐をもつ。
中津川
もいう．

の上ノ棟・中ノ樺の擬宝珠〔慶長14年、16年（180乳1611））の作者と

鋳物旬日乳本家
・初代は鷺永2年（1舵鍋こ袈♯藩感激蛾鶉したといい、同18年（1641）に藩の

召抱えと伝えられる。

◇　中津川の腋宝珠
慶長14年鵬醇）上ノ棲、慶舶率（血）牛ノ績

◇　専幌の鐘
ま永2年
東泉20年恕謡

本管尊慮「藤原朝置場粛守」
正音寺など七寺の鐘
鈴木患兵衛、鈴木七兵衛、豊後政専らの名

●正喜職業駄衝戯驚瑠盟椚輔車勘

・慶安5年（1652）　鋳物師患兵衛こ藩命

銘F葺奈悪書霊敬語豊艶青息」

2南帝銑善事鴇

◆安土桃山～江戸時代
茶の湯は武将にとって社交上必須のたしなみ。

◆　南部倍直（1546－99）
・天正15年（1587）家臣の北借愛（松露）がか賓の粛申利家に劃、の際、茶の湯

の換符を受ける。

◆轟帝利直（初代盛胃藩主157ムー1632）
・慶長15年（1610）磯舟の徳川家康に拝濁して善の湯の接待を受け、「寒河弥府

鋸」を拝額。



◆南部重直（二代盛岡藩主1696－64）

：醜貌譜碧繋留禁縦踪箪鬱㌢
◆南部量借（三代盛胃藩主、1616－1702）代
著殿様行偉く田代盛岡藩主1642－1702）
・単車8年（I鱒軋貧農五申′ヽ伸泉五軸八漕鱒草草し抱革を

◆東部利雄（八代盛欄藩主1725澗嘲
・江戸千束流租・川上不貞（1719－1807）に師事．
・井内の茶確の江戸千束への統一を回る。
．三代仁左衝門（17出没）紀とにか軌－がり、軽度衝円軸等把静め落着わくった

：講話苦好悪謁禁離島潮、緑鵬嫡出
とされる。（r利樺公御在国御曹」盛胃市中央公民館畿）

84、泉仁産衛円寮の轟舘

く強談〉
初代　　　　　　二代　　　　　　　三代＿

右左衝円浦行一缶恵衛円漬舶㌻鞋岩癒円清書
（1円鳳汝）　　　　　は間）　　　　　（1相場汝）

年産衛円浦光一伍左薇円浦定一伍悪く金平）
（Mは椚没）　　　　　　（1防▲溌）

く書経集〉
小鼻載初代　小泉象二代目　　　小泉♯三代句 小秦肇や代弓

五和七清行一初代仁左衝円浦則－二代匪巷衛椚清書一三、代階虚報円浦則
（洞。激？）　　　五和八帥油）　　　五静伸（1花滋）　　　均膵搾拙め

小泉祭五代月　　　　　　　中貴幸大代弓　　　　　　　　小事第七代弓

右京仁恵烏円清光（清畠？）一五代位左衝円く仁兵船滑走一発錦鱒醤衡円強者（【‖■盲毒完’蒜蒜；’’’…り　　　久獣増野附く1蝕湘
蜜雫側嘩瀬

ポイント①小泉寮神代滞符±初代紘産億円ではない？
→初代仁左衛円は薄行ではなく清則軒
一十時鐘と盛胃職の厳の作者臥漕符で臆研漕好守

ポイント壇甥浪猥諾追いわれる三代仁産椚臥清算鴨蛮弘日硝則？

ポイント凝潜学則

4小泉仁左衛門家の仕事

◆茶の湯釜、鉄瓶等の制作
登師として代々手書等を制作していたと考えられるが、勅掬の彊棒級ほとんど知られ
ておらず、乾録もあまりない。

寵僻
・仁左衝円、子五郎作（初代仁左衛円蒲軋二代各轟籠円清鵜）
安永6年（17竺）長髪鮎琴芝㌔讐了品上（r繚書。盛附純絹瑚）



・¢左衝門（ニ代缶左衝円浦尊）
享保2年（1717）」槍前藩主に恥が御国細工章一ロ濾舶作

（r轢蕃山r載鋸紗」等か花巻廠博物館戴）

・（三代伍左衝門清則）
明和9年（1772）松前藩主に贈った¶扶桑軌を利伸か？（r判鵜螢御荘垣抑鬱J）
・仁兵術（五代仁壷衛円浦産か？）
「大振着港割　安政二年（1855）十月二日御上崖舗御類焼乞華燭央

（「伸雄具鋤胡蝶茶席八丁膏八月J盛胃市中央公民鱒麓）

遺作

偉初代缶左衝円雅「錆可を割く島部辛は義盛胃帝厳）
可代位左節門作「老松釜」、「風貌釜」は胃市指定文化財盛縄帝蔵）
可代仁左衝円作r風貌形鉄瓶」、呵見識銑瓶　など

◆各種錆隻品の制作
寺虎の鐘や、仏像、香炉から、大鶴軌こいたるまで、略儀払作例倒㈲噸推乱

和代缶左衝円浦則（9－1718）

ぎ毯芸讐遮開講母親ヒ材
時饅【重岡・延

違憲等訳量
薬師如来坐像
盛岡城三時櫓の銭（畢酢1磨乳寧0）
光台尊慮（盛

芸著書羞惚
大鹿専鐘ざ（盛
専念寺′鎧（五
山王権現欝

彗；漕法鼎（即鵠焉引羅化財

6年（1709）1
6年（17脚）〕

二代陪象飯丹清書（9－1755）

F尊香炉（盛崗・1698）、

来翌専卓（紫波・1707）

・豆腐尊卑鐘は陣・車庫i毎年（1781汀

蓋葉菜喜試華欝箪鬱椚欝鰯箭粘
土代仁志衝円浦則（1725－17鱒）
・櫛引ソヽ曝せ青銅擬宝珠は療土2年（澤由H A声帯文化財
加賀象故燈の模作（1746）？、虎の大香炉〔伝・南部利螢代（Ⅳ52～79）〕？

可代缶左衝門清光（清息？）（1755－182ナ）

？常光寺香炉【紫波・天明2年（178幻収陣〕
堀与青より大鋳帝伝授（1780）／一昔目唐金埼筒錯螢（1806ト

五代仁左龍田鮮卑衛）湾寧（1782－1854）

虚空蔵香炉（盛岡・1827）、清水寺香炉（盛岡・188扇

六代位左衝円（金平）政善（1827－1885）

円光寺香炉
鳳伽寺半鐘 持閂i制作年不明〕漉・明治12年（1879）〕

【※rO代仁左衛門00」の表記と生没年、それぞれの仕事は斎藤案にもとづくものである。〕
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